
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒一人一人に明確な希望進路を持
たせ、それぞれの進路実現に向けた取り
組み

○進路希望調査における「未定」率が3年生
0%、2年生30%未満、1年生50%未満。
〇3年生の希望進路実現率90%以上。

・各種ガイダンス等を通じて、生徒一人ひとり
の自己理解を深めさせる。
・模擬試験等を活用して自己の現状と目標と
の距離を意識させる。 B

・3年生はほとんどの生徒が現在、出願準備を
しており、進路希望の未定者はいないと思わ
れる。進路希望調査の結果は、2年生20%、1年
生34%が未定であった。

A

・3年生のほとんどは進路先が内定しており、未定
の生徒も現在出願中で2月中に受験を控えてい
る。1・2年生はそれぞれ、進路達成プログラムや
オープンキャンパスへの取り組みを通じて進路意
識を高めることができた。

A

・進路指導については、生徒一人ひとりに、丁
寧に対応してもらっていると思います。学習指
導だけでなく、面接の仕方や作文など指導をし
てもらっていると感じています。

進路指導部

○基礎学力の定着 ○１年１学期終了までに、国語、数学、英語
における中学校卒業程度以上の学力保持を
確認する。
〇授業アンケート「授業を受けて、知識や技
能が身についたと感じている。」項目の「そう
思う・だいたいそう思う」の回答８０%以上に
する。

・Classiを活用して、生徒一人ひとりのペース
で中学校の学習内容の学び直しをさせ、定
期的にその進捗状況を確認する。
・学期に１回以上の研究授業・授業研究会を
実施し、生徒のニーズ・進路実現の観点を
意識した授業改善を図る。

C

・Classiを用いて教材や課題を配信し、その取
り組みを把握している。
・授業アンケートの実施時期が遅れて、成果を
測れていない。2学期前半と3学期初めに2度
アンケート実施予定。授業研究会も併せて実
施予定。

B

・Classiを積極的に利用している教員を中心に徐々にそ
の利用者が増えてきている。課題の配布から生徒への
連絡まで幅広い活用が見込める。先進的な活用例を積
極的に紹介してさらに有効活用したい。
・学期一回の授業研究会は実施できなかったが、授業
アンケートによって、授業の改善のための情報収集は
できた。

B

・基礎学力においても、計画的に実施時期を
定め、更に有効となるようにアンケート結果を
分析して今後につなげてもらいたいと思いま
す。

教務部

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

○特別指導件数5件以内を目標とする。 ・指導カードを通し心の乱れの早期感知を行
い必要な心の教育を早期に行う。
・「いいねカード」の内容を生徒へ伝え他者
への思いやりのある学校の雰囲気を形成す
る。

C

・R4.9月末時点で特別指導6件（いじめ1件・SNS不
適切使用2件・無断アルバイト3件）であり目標の5
件以内を超えている状況である。
・指導カード25枚（主は携帯使用）に対し担任・学
年主任・生徒指導係による指導により生徒の行動
修正に繋がり再指導は殆どない。

B

・R5.1月末時点で特別指導12件（いじめ1件・不正
乗車1件・暴言1件・ SNS不適切使用2件・無断ア
ルバイト7件）で目標の5件以内を超えている。
・指導カード30枚（主は携帯使用）に対し担任・学
年主任・生徒指導係による指導により生徒の行動
修正に繋がり再指導は殆どない。

B

・数値的目標のため概ね達成とはならない
が、日々の生徒指導でしっかりとした対応をし
ていただいていると認識しています。引続き生
徒のためになる生徒指導をお願いしたいと思
います。

生徒指導部

●担任・学年と連携を図り、困難を抱え
ている生徒の早期発見、早期対応を目
指す。
●社会で自立した生活ができるように支
援する。

〇年に１回、職員研修を行い、共通理解を図
る。〇週に１回、教育相談部会を行い、学年
会・保健室からの情報を関係職員と共有す
る。必要であれば、ケース会議を行う。

・サポート・ルームの運営を行い、登校・授業
復帰をサポートする。
・SCの利用を促進し、配慮が必要な生徒に
個別の支援計画を立て、三者面談を行う。
・学校生活アンケート、心理検査を行う。

A

・学校生活アンケート、心理検査を行い、いじめについ
て早期に把握できた。
・７月に特別支援教育対象者の三者面談を行った。
・週に１回、教育相談部会を行い、学年・保健室からの
情報を関係職員と共有することができた。
・学校祭でSRの利用が１名あり、その後教室に復帰でき
た。

A

・学校生活アンケート、心理検査を行い、いじめについて早期
に把握できた。
・７月・１２月に特別支援教育対象者の三者面談を行った。
・週に１回、教育相談部会を行い、学年・保健室からの情報を
関係職員と共有することができた。
・学校祭でSRの利用が１名あったが、その後教室に復帰でき
た。
・SC・医師・福祉課・児童相談所との連携ができた。

A

・サポートルームの設置や、保護者、また、関
係機関との連携においても、教職員一丸とな
り、学校全体で取組みを行い、教育相談体制
など充実されています、

保健部(教育相談)

◎佐賀を誇りに思う教育の推進 ○佐賀県を題材にした本校演劇部の校内公
演によって、生徒が佐賀県の良さを身近に
感じ再発見しやすくする。
○3年次調査する「将来佐賀県に残って働き
たい」の割合を80％以上にする。

・佐賀県を題材にした演目を本校演劇部で
公演することに加えて、講話を入れる。
・佐賀県教育委員会配布のDVDを活用し、
佐賀の良いところをわかりやすく生徒に伝え
る。
・１年次に総合的な探究の時間を使って、佐
賀の良いところや課題について発表会を行
う。

B

・佐賀県の良さについて生徒が再認識することができる
ように、県教育委員会配布のDVDを鑑賞後、感想を書く
時間を入れた。また、生徒が佐賀市の取り組みや課題
を知る機会を得られるように、１学年の総合的な探究の
時間に佐賀市の出前授業を取り入れた。3学期は本校
演劇部と講話等を入れて、最終的には将来佐賀県で働
きたいと思う生徒の割合を80％以上にしたい。

B

・3学期は本校演劇部の公演を取り入れた講話を行った
ところ、8割の生徒が郷土の価値を再認識することがで
きたと回答した。また、３年生のアンケートで、佐賀県に
誇りや愛着を感じているものの、将来佐賀に住みたいと
答えた生徒は5割にとどまった。来年度は佐賀での暮ら
しや仕事に着目した内容も入れていく必要があると思わ
れる。

B

・県全体として取組む課題であるため、引き続き
「佐賀を誇りに思う教育の推進」に注力していただ
きたいと思います。
・佐賀の良さについて、認識不足や自覚していな
い、また、まだ知らないことが多いと思うので、しっ
かりとした情報を提供・周知することをお願いしま
す。

図書研修部

「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」

「健康に食事は大切である」と考える生徒９
５％以上、朝食の喫食率９０％以上を目標と
する。

・家庭、保健の授業で「食育と健康」について
考えさせる。
・食育アンケートを実施し、状況に応じ「保健
だより」を積極的に発行する。 B

・家庭基礎やフードデザイン、保健の授業で
「食事と健康」について考えさせた。例えば、食
育デジタルコンテンツを利用して１日の生活が
食事で変わることをデータとして確認させた。
食事アンケートおよび食育講話を今後実施予
定。

B

・２年生対象にした食育アンケートでは目標を
上回り、９９％以上の生徒が「健康のために食
事は大切である」と回答し、朝食の喫食実も９
０％以上であった。1年生には家庭科で学習し
たSDGｓに関する「食育講話」を３月に実施予
定である。

A

・購買部の充実や、学校食堂の新設など実現
できるように要望します。

保健部

○安全に関する資質・能力の育成 ○生徒の交通事故ゼロを達成する。 ・自転車点検を行い、車両運転者としての安
全意識を高めさせる。
・交通講話を行い危険予知能力を高め交通
ルールを遵守する資質を育成する。 B

・交通事故は5件と０は達成できない状況だが
昨年度同時期比－1件と大きく減少している。
・交通講話を1０月末実施予定。 B

・交通事故は10件と０は達成できない状況だ
が昨年度同時期比－2件と大きく減少してい
る。
・交通講話を1０月末実施して交通ルール遵守
の意識向上を図った。

B

・生徒だけの問題ではないため、中々難しいこ
とではあるが、継続して交通事故ゼロを達成し
てほしいと思います。

生徒指導部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●時間外在校等時間の上限を遵守する。定
時退勤日の設定や職員朝礼は隔日(月水金)
開催、会議終了時刻を明示するなど業務削
減を実践する。年間を通して月平均45h超過
者を10人以下にする。また、年間年休取得
日数14日を目標とする。

・定時退勤日(月)推進日(金)と学校閉庁日を
設定するなど、勤務体制の整備を行う。
・部活動休養日と年休取得を積極的に推進
する。
・業務削減(縮小)を具体的に示し、教職員の
労働環境整備に努める。

B

・多くの部活動が月曜日を休養日とするなど、定時
退勤日推進に関しては意識が高まり実践できてい
ると考える。新型コロナの影響もあってか、学校業
務全般においても適宜、休養日をとり入れながら、
効率的に業務を推進している。それに伴い、時間
外勤務の時間も昨年比減少している。

B

・時間外在校等時間、年間を通して月平均45h超
過者10人を目標としたが、13人が超過者であっ
た。ただ、1人あたり勤務時間が昨年比2時間ほど
減少した。年休取得についても14日を目標とし、達
成した職員が17名であった。いずれも昨年より目
標に近づいている。

B

・数値目標は可視化しやすいため管理しやす
いと思われますが、実際の業務の見直しが大
変大事だと思います。すべてを標準化すること
は難しい事だとは思われますが、特定の教職
員に偏っていないか、再度業務内容を精査す
ることを望みます。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校情報の発信

○主に県内外の中学生、保護者や外部
を対象とした「唯一無二の誇り高き佐賀
東高校」の積極的な情報発信

○学校新聞『飛翔』の月１回以上の発行す
る。また、学校紹介動画、学校案内パンフを
充実させ、受検者数を前年度以上に増や
す。

・ドローン映像とＱＲコードを活用した動画の
配信や学校マスコットキャラクターのアイデ
アを募集し、作成する。地域や郷土の遺産
等の広報も担い、地域との連携を強化する。

A

・学校新聞『飛翔』を９月現在まで６回発行した。ＱＲ
コードを掲載することにより、動画やＶＲ映像も視聴可
能となった。
・「ハイスクールウェビナー」においてプレゼンテーション
映像を制作し、高視聴回数を得ることができた。
・マスコットキャラクター「ヒガッチ」を誕生させることがで
きた。
・学校パンフレットとして新たに「部活編」を制作した。撮
影・デザインすべてを職員が担当し、フルカラーでかつ
去年の３倍量となるパンフを安価で制作することができ
た。

A

・学校新聞「飛翔」の発行回数は昨年度と比較し約２倍
となった。今後さらに情報発信に努めたい。
・６０周年記念式典の折には、動画の作成と学校にまつ
わる劇を制作し、生徒職員や地域の方々の機運を高め
ることができた。
・TikTokやInstagramの公式アカウントを開設した。再生
回数はいずれも４万回を突破し、学校公式アカウントと
しては全国的にも人気なものとなりつつある。
・ホームページに情報や動画を掲載しているが、今後は
さらにその認知度を高めていきたい。

A

・「唯一無二の誇り高き佐賀東高校」の積極的
な情報発信を継続して実施してください。また
ことあるごとに様々な場面で、広報をお願いし
ます。 広報部

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

○地域への貢献活動(ボランティア)
○主体的に取り組む生徒会
○佐賀東版「SDGs」の推進

○１年間で奉仕活動に参加したことのある生
徒を80％以上。
〇生徒会活動に関するアンケートを実施し、
「主体的に参加できた」の回答80％以上。
〇「佐賀東SDGs宣言」の重点目標を理解
し、「しっかり取り組めた・だいたい取り組め
た」の回答90％以上。

・各学年団と協力し、生徒への参加を促す。
また、部活道単位でも参加していただくよう、
顧問との連携を行う。
・全校生徒が生徒会の一員であるという自
覚をもたせ、役員中心に様々な活動を行う。
・重点目標を４つに絞り、教室掲示や担任を
通して、常に意識づけを行う。

A

・５月の河川清掃では７０名ほどの生徒が参加し
た。県内でもトップの参加率であり、地域や市から
も感謝の声をいただいた。１年生も過半数以上の
生徒が参加し、最終的に80％を目指す。
・東高祭アンケートでは、90％以上の生徒が主体
的に参加できたと答えた。
・各行事ごとに目標づけを行った。最終目標で
90％を目指したい。

A

・さが桜マラソン給水ボランティアとして1・2年
生合わせて64名もの生徒が希望した。奉仕活
動について、意欲的な生徒が増えている。
・東高祭、地域ボランティア活動では、生徒が
主体的に参加できたと答えた。
・「佐賀東SDGｓ宣言」の認識度は37％と周知
徹底できていなかったが、教室・トイレの消灯
（節電）や募金活動は積極的に参加できた。

A

・地域貢献を推進されており、積極的に交流
し、友好関係にあると思います。特に北川副校
区の小・中学校はコミュニティ・スクール（学校
運営協議会）があるので、一歩踏み込んで、
連携も構築され県内のモデル校となってほし
いと考えています。

生徒会

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

佐賀県立佐賀東高等学校

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

１　前年度

　　評価結果の概要

・本校の課題は「入試倍率」「希望する進路実現」「部活動成績や生徒会活動、学校教育活動の広報」であり、さらに高みを目指した教育実践を行い、「唯一無二の学校づくり」を推進し、５年後・１０年後の佐賀東高校を創造することである。
・学習用パソコンや電子黒板を利用し、アクティブラーニング（主体的・対話的で深い学び）を実践しながら、生徒自らが学ぶ意欲を高め、学力向上と人間力アップの取組みを進めている。学校評価アンケートにおいては、各項目において概ね高い評価をいただいた。また、地域行事に関しては、生徒会（運動部・文化部）が主体的か
つ積極的にボランティアとして参加し、地域に貢献している。
・働き方改革の推進として、長時間労働の縮減や部活動指導のあり方、学校行事や教職員の事務的作業の効率化、また、それらの検討・見直しに取り組んだが、期待通りの成果は得られていない。次年度の課題でもある。

２　学校教育目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

・進路指導については、普通科高校として本校の新たな進学目標を設定し、学習面で生徒を「伸ばす・引き上げる」工夫と努力が必要である。日々の授業はもちろんのこと、補習や模擬試験等で確かな学力を身に着け、希望する進路実現を目指す。
・令和5年度より、1クラス40名の定員増となった。受検者が大幅に減少するなど低迷しているので、生徒の活躍（学習活動や部活動）、校内外における学校行事やボランティア活動等、外部への広報活動（PR）を積極的に行っていくことが重要である。
・創立60周年を迎え、新たな「佐賀東高校」の構築が急務である。本校の実情に応じた教育課程の見直しやスポーツ科の設置、また、制服の検討、新設の部活動（ダンス部）・マスコットキャラクター「ヒガッチ」を活用して、唯一無二の「佐賀東」を創造していく。

主な担当者

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●健康・体つくり

校訓「使命に生きる」「自主自律を尊ぶ」「明朗清新を喜ぶ」の精神のもと、生徒の目的意識を高め、保護者・地域から厚い信頼を得ることができる教育を目指す。
ア　使命に生きる…学校・社会・人生において自らに課せられた役割を見いだし、志を立て、それらを現実のものにすることができる資質を養う。
イ　自主自立を尊ぶ…自分が負える責任を正しく理解し、正しい判断のできる能力を育成したうえで、自ずからなる節度を持ち、自由の重みに耐えうる人間となることを大切にする。
ウ　明朗精神を喜ぶ…誰とでも公平公正な態度で向かい合い、明るく豊かで活力のある、心身ともに健康な成長を遂げることを目指す。

３　本年度の重点目標

唯一無二の誇り高き佐賀東高校の教育実践
○「やる気」をのばす佐賀東　…　部活動で全国を目指したい気持ち、勉強を頑張って進路目標（進学・就職）を達成したいという「やる気」を伸ばします。
○「多様な人材」を育てる佐賀東　…　互いを尊重し、時代の流れをつかみ取り、自分らしく生き抜いていく人間力を身につける教育活動を実践します。
○「地域」に応える佐賀東　…　地域を愛し、地域の課題を発見し、地域の人たちと協力しながら、佐賀で全国で活躍する人材を育てます。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名


